



















































物の 2･3階部分に SPF動物をまとめ､ Ⅰ･Ⅱ期.
建物の 1階部分の大改造 (管理区域の統合整備､
玄関設置､外部と隔離された新たな廊下の確保､
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ット･ハムスター ･スナネズミ ･イヌ ･ネコ ･サ
ル ･ブタ･水棲動物 ･鳥類の飼育が可能であるが､
現在はマウス ･ラットが施設飼育動物の 95%程
度を占めている｡
SPF動物を安全に繁殖･維持するためにマウス､
ラットの繁殖専用区域を設置しており､その結果
施設内で動物を繁殖させることが多く､両動物の
飼育数は国立大学医学部動物実験施設における-
クラス上の施設 (4,000m2) での飼育匹数に匹敵
する数である｡
一方､イヌ ･ネコ ･サルは最近ほとんど使用
されない状況にあり､その飼育スペースの活用が
今後の課題となってきている｡
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【おわUに】
施設の目的は､本学で研究と教育に供使される
実験動物の適切な維持 ･飼育管理､これらを向上
させるための研究､実験動物の開発及び最先端の
研究を推進するための研究支援等を介して､本学
における医学の研究と教育の発展に資することに
ある｡
歴史的に見ると､本施設は利用者側が中心に
なって造って来た経緯があり､現在でも管理者側
よりは利用者側の立場に立った物事の考え方､処
し方が施設の管理 ･運営に強く反映されている｡
しかしながら､大学への予算配分の削減に伴う施
設運営費の削減､独立行政法人化､情報公開法の
施行､動物の質向上につながる管理の強化､技官
の職務内容高度化へ対応やそれへの移行に伴う通
常飼育管理のあり方等､現実の管理 ･運営面では
利用者に負担を強いる事柄が非常に多くなってき
ている｡
今までの良い面を継承しつつ施設の目的を達
成していくには､設備面(ハード面)と管理運営 ･
支援面(ソフト面)のバランス良い充実を行ないな
がら施設を運営していく必要があるO問題の多い
時期に差掛かっているが､ポストゲノム時代に動
物実験施設に期待される役割は大きく､本学の研
究支援組織の一員としてより一層利用しやすい動
物実験施設に発展していくよう今後とも努力して
いきたい｡
潤筆にあたり､本誌に当施設を紹介する機会
を与えていただいた会長先生始め関係各位の方々
に心より御礼を申し上げます｡
